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は じ め に





摂取量 を当面の努力 目標値 として1日 あた り10g
以下を勧告 している3)が,国 民栄養調査の成績は昭
和62年 の11.7gを 最低値 として上昇 し,平 成3年
12.9g,平 成4年12.9gに とどま り目標値に到達 し
ていない4)。われわれ も1980年 代 と1990年 代に,日
本全国の主 として農村地区を対象に陰膳方式食物収





 調査対象は表1に 示 した。陰膳方式食物収集を行
った調査対象は第1次 調査(1980年 代)男 性123名,




 調査対象各個人の1日(24時 間)に 摂取 した食物
の同量(陰 膳)を 収集 した。調査対象者にあらか じ




分 ごとに,で きるだけ丁寧に細か く分別秤量 し重量
を記録 した。
2)栄 養価計算
 「四訂 日本食品標準成分表」9)(四訂成分表)に も
とついた コンピュータプログラムを作成 し,食 品番
号 と食品重量か ら1日 ナ トリウムの摂取量を計算 し
た。 このナ トリウム摂取量がすべて食塩にのみ由来
するものと想定 し,食 塩摂取量を次式で算定 した。
 食塩量(g)=2.54× ナ トリウム摂取量(mg)÷1000









 第1次 お よび第2次 調査の1人1日 あた り食塩摂
取量の度数分布を図1に 示 した。 ともに,ほ ぽ正規













第 1 次調査 (1977~81年)
表 1 調査対象地区と調査人数




北海道 北海道 40 20 
東 北 宮城 24 43 
北 陸 新潟，富山 10 34 
関 東 東京 25 
四 国 高知 7 17 
中 国 山口，島根 20 21 
九 州、i 福岡 25 
















北海道 北海道 4 34 
東 it 宮城 15 49 
オヒ 陸 新潟，富山 47 
関 東 東京 46 
近 畿 滋賀，京都 50 
四 国 高知 17 
中 国 山口，島根 11 31 
九 リ'!i 福岡 2 17 




男性 16. 2:t7. 0 123 
女性 13. 3:t4. 7 205 
第2次調査 (1991~94年)
男性 13. 6:t4.1 ** 46 
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北海道 東北 北陸 関東 近畿 四国 中国 九州 沖縄
対比する地区に比べ有意に高値の地区** p<O.Ol， * p<O.05 
図2 第 l次調査，第2次調査地区間食塩摂取量有意差検定
4.1 gであった。
第 l次調査に比べ第 2次調査では，男性2.6g 




































平成7年12月(1995年) - 23 
表3 第 l次調査，第2次調査地区別食塩摂取量
地区名 第 1次調査 第 2次調査
北海道 17. 4 :t4. 4: 20 12.6土4.2**: 34 
東 北 14. 9:t5. 0: 43 13.7土4.7 49 
~t 陸 14. 6:t4. 0: 34 13.4土4.3 47 
関 東 12. 4:t3. 0: 25 10. 9:t2. 6* : 46 
近 畿 10. 7:t3. 2 50 
四 国 11.8:t2.8: 17 12. 4:t4. 5 17 
中 国 15.4:t3.2: 21 11.1:t3.0料: 31 
九 州、| 9.6土3.8: 25 9. 5:t3. 5 17 
1中 縄 8.1土2.9: 20 10. 3:t4. 3* : 33 
全 国 13.3土4.7: 205 11.8土4.1** : 324 
表中の数値は，平均値±標準偏差 (gj日):例数




相 関 係 数
地区名
食品総摂取量 摂取エネルギー タンパク質摂取量 脂肪摂取量
北海道 20 0.655** 0.336 0.213 -0.225 
東 ~t 43 0.627** 0.603** 0.531** 0.227 
北 陸 34 0.552** 0.497** 0.488** 0.266 
関 東 25 0.110 0.151 0.337 0.326 
四 国 17 0.390 0.217 0.430 0.366 
中 国 21 0.150 0.259 0.359 0.251 
九 外| 25 0.416* 0.608** 0.553** 0.548** 
f中 縄 20 0.262 0.329 0.511 0.476 
ーーーーー一ーーーーーーーーーーーーーーーー ーーーーーーーーー----ーーー・----・----暢ー・・ーーーーーー ーー骨骨骨--勘・--ーーーーーーーーーー・ーーー
全 園 205 0.478** 0.416** 0.434** 0.211 ** 
第 2次調査
検(体人数) 
相 関 係 数
地区名
食品総摂取量 摂取エネルギー タンパク質摂取量 脂肪摂取量
北海道 34 0.664** 0.623** 0.710** 0.436** 
東 北 49 0.441** 0.515** 0.588料 0.348* 
北 陸 47 0.329* 0.538** 0.582料 0.301* 
関 東 46 0.409** 0.255 0.387** 0.191 
近 畿 50 0.412** 0.170 0.260 0.038 
四 国 17 0.475 0.248 0.414 0.475 
中 国 31 0.296 0.446* 0.531** 0.480** 
九 州、| 17 0.510* 0.556* 0.611 ** 0.440 
1中 縄 33 0.395* 0.496本* 0.673** 0.304 
ー--ーーー--ーーーー---ー，ーーー--- ---・--ーーーーーーーーーーーーーーーー ーーーーーー『・幽ーーーーーーーー・--ーーー




















地区名 第 l次調査 第 2次調査
北海道 3. 9:t2. 2: 20 1. 3:t0. 6**: 34 
東 ~t 3.4:t1.8: 43 2.6:t1.2 49 
北 陸 4. O:t 1. 7: 34 3. 0:t2. 0* : 47 
関 東 2. 7:t 1. 4: 25 1.3:t0.9**: 46 
四 国 0.9:t0.4: 17 2.1:t2.1* : 17 
中 国 1.8:t0.6: 21 1.8:t1.1 31 
九 リ'Ii 1.1 :t0. 4: 25 1.2土0.8 17 
沖 縄 1. 4 :tO. 9: 20 2. 5:t1. 4* : 33 
全国 2.6:t1.8: 205 1.9:t1.5材:274 
8群(魚介類)
地区名 第 l次調査 第 2次調査
北海道 2. 9:t1. 8: 20 1.4:t1.3**: 34 
東 ~t 1. 5:t 1. 7: 43 1.7:t1.5 49 
~t 陸 1. 4:t 1. 3: 34 1.8:t1.9 47 
関 東 1. 1 :t1. 0: 25 1. 1:t1. 1 46 
四 国 2.8:t2.1: 17 2.4:t1.8 17 
中 国 1.5:t1.3: 21 1.0土0.7* : 31 
九 州、| 1. 3:t 1. 0: 25 1.1土1.2 17 
沖 縄 O. 4:t0. 7: 20 0.6:t0.8 33 
全 国 1. 6:t 1. 6 : 205 1.4土1.4 : 274 
12群(野菜類)
地区名 第 l次調査 第 2次調査
北海道 4.1 :t3. 6: 20 1. 1 :t1. 7**: 34 
東 北 2.7:t2.3: 43 1. O:t 1. 9**: 49 
北 陸 3. 1 :t1. 7: 34 1.8:t1.7**: 47 
関 東 1. 6:t 1.2: 25 0.7:t0.7**: 46 
四 国 1.6:t1.0: 17 0.8::t1.ド: 17 
中 国 4. 3:t2.1: 21 1.0:t1.1**: 31 
九 リ、Ii 2. 5:t2.1: 25 1.7土1.7* 17 
沖 縄 O. 4:t0. 5: 20 O. 2:t0. 3* : 33 
全 国 2.6:t2.3: 205 1. 0:t1. 4** : 274 
平成7年12月 (1995年) - 25 
15群(藻類)
地区名 第 l次調査 第 2次調査
北海道 O. 4:t0. 5: 20 O. 4:t0. 7 34 
東 ~t O. 4:t0. 8: 43 O. 5:t0. 8 49 
~t 陸 O. 8:t 1. 2: 34 0.6:t0.8 47 
関 東 O. 3:t0. 6: 25 0.3:t0.6 46 
四 国 0.5土0.7: 17 0.1土0.1* : 17 
中 国 0.8:t0.9: 21 0.4:t0.4* : 31 
九 リ'Ii O. 5:t0. 8: 25 0.5:t0.4 17 
沖 縄 O. 3:t0. 5: 20 O. 8:t 1. 1 * : 33
全 国 O. 5:t0. 8 : 205 O. 5:t0. 8 : 274 
17群(調味料，香辛料類)
地区名 第 1次調査 第 2次調査
北海道 4. 5:t2. 1: 20 6. 7:t3. 4**: 34 
東 北 5. 0:t3.1: 43 5. 9:t2. 7 49 
~t 陸 4. 1:t 2. 4: 34 4. 8:t2. 0 47 
関 東 4.1:t2.3: 25 5. 4:t2. 5* : 46 
四 国 3.5土1.5: 17 5.6:t2.5料: 17 
中 国 5.0:t1.6: 21 4.6:t1.7 31 
九 リ'Ii 3. 4:t2. 3: 25 3.8:t2.5 17 
1中 縄 3. 5:t2. 1: 20 4.5:t2.6 33 
全 国 4. 2:t2. 4 : 205 5.2土2.6**: 274 
表中の数値は，平均値±標準偏差 (gl日):例数


















































































は第 l次調査，第2次調査とも 7群豆類， 8群魚介

















































:t4. 1 gであった。第 l次調査に比べ第2次調査で
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